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大学共同利用機関法人 人間文化研究機構 国文学研究資料館

・ 1972年 国文学研究資料館創設
・ 1977年 閲覧サービス開始
・ 1987年 「マイクロ資料目録データベース」「館蔵和古書目録データベース」のオンライン検索サービス開始
・ 2006年 「日本古典籍総合目録データベース」「館蔵和古書画像データベース」を公開
・ 2007年 「マイクロ／デジタル資料・和古書所蔵目録データベース」にてデジタル収集画像を公開
・ 2011年 収集マイクロフィルムをデジタル化して公開
・ 2014年 日本語の歴史的典籍の国際共同研究ネットワーク構築計画開始
・ 2017年 「新日本古典籍総合データベース」公開

国文学研究資料館は、国内各地の日本文学とその関連資料を大規模
に集積し、日本文学をはじめとするさまざまな分野の研究者の利用に
供するとともに、それらに基づく先進的な共同研究を推進する日本文
学の基盤的な総合研究機関です。

画像公開のあゆみ（古典籍）
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人間文化研究機構
・国立歴史民俗博物館
・国立国語研究所
・国際日本文化研究センター
・国立民族学博物館

海外の大学等
・コレージュ・ド・フランス日本学高等研究所
・コロンビア大学
・高麗大学校
・フィレンツェ大学
・北京外国語大学
・ライデン大学
・ヴェネツィア国立大学
・ナポリ大学
・サピエンツァ・ローマ大学
・バチカン市国図書館
・ブリティッシュ・コロンビア大学
・ケンブリッジ大学
・カリフォルニア大学バークレー校東アジア図書
・ベルリン国立図書館

ほか

その他
・国立情報学研究所
・国立極地研究所
・国立国会図書館
ほか多数

国内拠点20大学
・北海道大学
・東北大学
・筑波大学
・東京大学
・お茶の水女子大学
・慶應義塾大学
・國學院大學
・立教大学
・早稲田大学
・名古屋大学

事業の推進体制（国内・海外の連携機関 等）

・大阪大学
・奈良女子大学
・京都大学
・同志社
・関西大学
・大谷大学
・神戸大学
・広島大学
・九州大学
・立命館大学

国文学研究資料館

「日本語の歴史的典籍の国際共同研究ネットワーク構築計画」（略称:歴史的典籍NW事業）

①日本語の歴史的典籍DBの構築
②国際共同研究ネットワークの構築
③国際共同研究の推進
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“世界が注目する大規模プロジェクト”として
文部科学省が推進する
「大規模学術フロンティア促進事業」で

文系で唯一採択された事業！
事業実施期間 2014年度～2023年度の10年間（今年度は9年目）



『新日本古典籍総合データベース』と『日本古典籍総合目録データベース』（現在）

https://kotenseki.nijl.ac.jp/

新日本古典籍総合
データベース

日本古典籍総合目録
データベース

書誌検索

タグ検索

全文検索

著作検索

著者検索

書誌検索

画像データ 22万点
タグデータ 117万タグ

全文データ 27点 ※

連 携

共通メタデータ

書誌 77万件
著作 50万件
著者 7万件 ※

連 携

2024年度までに画像データ30万点公開を目指しています

※2023年1月時点
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（１）『国書総目録』（岩波書店刊）の継承・発展を目指して
構築したデータベース

日本の古典籍の総合目録 （一部、漢籍・明治本を含む）で、
『国書総目録』 、『古典籍総合目録』（岩波書店刊）所収のすべての
著作・著者データとその後に追加した著作・著者データを収録

『国書総目録』

（２）古典籍の書誌・所在情報を提供
書誌、所在情報は、
① 国文学研究資料館の蔵書のうち和漢古書
② 他機関等の既刊目録からの採録データ
③ 他機関等所蔵資料の撮影画像からの採録データ
の３種類で構成。その他に、国書総目録に記載の「国書所在」情報

『日本古典籍総合目録データベース』の特徴①
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画像ファイル

『日本古典籍総合目録データベース』の特徴②

（３）著作典拠データを核としたデータベース

書誌・所蔵ファイル

著作典拠ファイル
・統一書名
・別書名
・巻号
・分類
・国書所在 など

・記載書名
・刊写
・出版事項
・形態
・所蔵者 など

リンク

リンク

リンク

著者典拠ファイル
・統一著者名
・別称
・生没年
・職業 など

【URL】https://base1.nijl.ac.jp/~tkoten
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『新日本古典籍総合データベース』の特徴①

https://kotenseki.nijl.ac.jp/

新日本古典籍総合
データベース

書誌検索

タグ検索

全文検索

画像データ 22万点
タグデータ 117万タグ

全文データ 27点 ※

連 携

2024年度までに画像データ30万点公開を目指しています

※2023年1月時点

「日本語の歴史的典籍の国際共同研究ネットワーク構築計画
（略：歴史的典籍ＮＷ事業）」の成果として作成されたデータベース

従来の「日本古典籍総合目録データベース」の豊富な書誌情報
を引き継ぎつつ、画像を見やすく活用しやすく。

【URL】https://kotenseki.nijl.ac.jp/
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『新日本古典籍総合データベース』の特徴②

（１）画像タグからの検索

（２）DOIによる永続的アクセス

https://doi.org/10.20730/200024143

古典籍画像の見出し情報や翻刻テキスト、
挿絵などに付与したキーワードから
検索が可能

論文等で古典籍画像を参照・引用
する際にDOIを明記することで、
リンク切れせずアクセスできる
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https://doi.org/10.20730/200024143


『新日本古典籍総合データベース』の特徴③

（３）IIIFに対応したビューア
・International Image Interoperability Framework（IIIF）はデジタルアーカイブの

新たな国際規格。国内のデジタルアーカイブ（DA）でも採用され始めている
・従来のDAは、公開元のDAでしか見ることができなかったが

IIIFに対応したDAでは、異なるDA間での画像共有や再利用が可能に

国文研所蔵の『伊勢物語』の2点を並べて表示した様子。IIIF対応
ビューアで公開している異なるアーカイブの画像をこのように表示
させることもできる（Manifest URIが公開されている必要がある）
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『国書データベース』への統合（準備中）

https://kotenseki.nijl.ac.jp/

新日本古典籍総合
データベース

日本古典籍総合目録
データベース

書誌検索

タグ検索

全文検索

著作検索

著者検索

書誌検索

https://kokusho.nijl.ac.jp/

国書データベースは新日本古典籍総合データベースと日本古典籍総合目録データベースの利点を活
かし、他のシステムとの連携を強化します。将来的には古典籍に留まらず近代の和書を含めたメタ
データ・画像を取り込み、全文テキスト検索など高度な検索機能をもつデータベースを目指します

2023年3月～

連 携

共通メタデータ

書誌 77万件
著作 50万件
著者 7万件

統 合 統 合

統合予定
（一部）

連 携 連 携

連 携

国書データベース

2024年度までに
画像データ30万点公開を目指しています

画像データ 22万点
タグデータ 117万タグ

全文データ 27点
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https://kokusho.nijl.ac.jp/

国書データベースは新日本古典籍総合データベースと日本古典籍総合目録データベースの利点を活
かし、他のシステムとの連携を強化します。将来的には古典籍に留まらず近代の和書を含めたメタ
データ・画像を取り込み、全文テキスト検索など高度な検索機能をもつデータベースを目指します

国書データベースに

統合予定
（一部）

連 携 連 携

国書データベース

2024年度までに
画像データ30万点公開を目指しています

『国書データベース』（2023年3月～）

メタデータ
書誌 77万件
著作 50万件
著者 7万件

画像データ 22万点
タグデータ 117万タグ

全文データ 27点

11



• 由来、収録範囲ごとに異なるポリシーの整理
• 古典籍（他機関の冊子目録情報、マイクロ・デジタルからの書誌、館

蔵資料の書誌）
• 近代文献（明治期以降）

• メタデータ項目の整理
• 同一の内容を表す項目の統合（共通項目）

• 書誌情報記述／古典籍関連表現／デジタル化関連項目
• コレクション独自項目を表現可能に（個別項目）
• 関係者内に限定して共有する項目への対応（非公開項目）

• 検索インデックスには使用できる場合がある
• 付加データ（翻刻、解題、蔵書印、・・・）とのデータ統合／リンク

を容易に

【目標とする成果物】
メタデータ流通ガイドライン（古典籍編）
https://iss.ndl.go.jp/information/guideline/

【課題①】メタデータの標準化 （現在は独自の項目定義）
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『メタデータ流通ガイドライン（共通編）』と国文研メタデータ項目のマッピング（一部抜粋）
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メタデータ流通ガイドライン（古典籍編）についての検討

• 古典籍の定義
江戸時代以前の和古書（漢籍・西洋古典籍は含めない）でよいか

• 古典籍のメタデータ階層
著作単位＋個別の作品の単位となるか

• 古典籍特有の事項をどこまで項目として切り出すか …等
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【課題②】外部サービスとの互換性確保
• JPCOARスキーマとの互換性確保

• 2022年度改定予定（DA対応、研究データ対応）
• 歴史的典籍NW事業の連携機関（大学等）での、機関リポジトリからの公開に資する

• DC-NDLとの互換性確保
• 2024.1開始予定の統合的オンラインサービスに向けた連携（内部形式はMARC21）
• ジャパンサーチ連携

• 連携をご希望の機関の方へ（ https://jpsearch.go.jp/cooperation ）
• NACSIS-CAT書誌登録のサポート

• CATPマッピング
• 歴史的典籍NW事業の連携機関（大学等）での目録公開に資する
• 新NACSIS-CAT（2023年開始予定）はMARC21互換

• NCR2018適用細則対応 （ https://contents.nii.ac.jp/korekara/about/sw_wg/pc202202 ）
• 著作の単位等

• TEI（Text Encoding Initiative）ガイドラインへの対応
• 翻刻テキスト、解題など、様々な付加情報の記述が可能 → デジタル人文学からの要請
• https://github.com/TEI-EAJ/jp_guidelines/wiki

• その他の国際的枠組みとの協調
• MARC21、MODS、DARIAH-EU

• 「これからの学術情報システム構築検討委員会」での検討に歩調を合わせる

【目標とする成果物】マッピング資料 15

https://jpsearch.go.jp/cooperation
https://contents.nii.ac.jp/korekara/about/sw_wg/pc202202
https://github.com/TEI-EAJ/jp_guidelines/wiki


古典籍メタデータのJPCOARスキーマ2.0による記載例（一部抜粋）
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【課題③】二次利用条件の整理
• 国文研の現況

• 国文研の画像データのオープン化の推進に関する指針（2016年8月）
• https://www.nijl.ac.jp/search-find/img/opendata.pdf
• 「原則として CC BY-SA（館蔵原本資料に限る）」

• 新日本DBの利用条件 https://kotenseki.nijl.ac.jp/page/usage.html
• 「国文研所蔵資料はCC BY-SAで公開」
• メタデータ・画像の区別を記載していない

• 他機関画像
• 所蔵機関（又はコレクション）ごとの許諾による。CCライセンスのいず

れか、または明示しない（ All Rights Reserved ）

• 要検討事項
• 画像・翻刻・解題データ

• 完全にオープンな場合 → パブリックドメイン（著作権がない）
• 所蔵機関やデータ作成者の意向等で条件を付す場合 → Rights Statements

による表記
• メタデータ（書誌）→ パブリックドメイン、CC0 or CC-BY？
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【課題③】二次利用条件の整理（参考）

• 「内閣府知的財産戦略本部デジタルアーカイブ
ジャパン推進委員会および実務者検討委員会」に
よるガイドライン（抜粋）

３ 望ましい二次利用条件表示
デジタルコンテンツの二次利用条件を表示するライセンス又はマー
クとしては、次のものを利用することが望ましい。
○ 国際的に普及しているパブリック・ドメイン・ツール及び CC ラ
イセンス。特に、CC0、CC BY を強く推奨する。
○ Rights Statements からは、著作権あり、著作権あり－教育目的
の利用可、著作権なし－他の法的制限あり、著作権なし－契約によ
る制限あり、著作権未評価のマーク。
○ 日本独自の表示としては、裁定制度により利用された著作物であ
ることがわかるマーク（著作権未決定-裁定制度利用著作物）。

• ジャパンサーチの権利区分コード定義（早見表）
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古典籍（海外）

アーカイブズ（海外）

古典籍（日本） アーカイブズ（日本）メタデータWG

【推進体制】

研究部 教授（後継計画）
准教授（データベース統合TF）
特任准教授（メタデータ・DH研究）
客員教授（アドバイス）

窓口（管理部学術情報課）： 課長、係長

管理部学術情報課（管理・運用）
課長補佐２名、
係長５名、特任専門職員１名

古典籍データベース統合TF 電子情報部 学術資料事業部

国立国会図書館 オープンアクセスリポジ
トリ推進協会

（JPCOAR）コンテンツ
流通促進作業部会

これからの学術情報シス
テム構築検討委員会

システムワークフロー検
討作業部会

メタデータ流通ガイドライン

古典籍資料編（予定）

人文学・社会科学データイ
ンフラストラクチャー構築

推進事業（人文学）共通編

欧州コミュニティ
（人文学）

DALIAH-EU、
Cambridge、BL、…

TEI Guidelines

欧米コミュニティ
OAIS参照モデル

EAD、MODS

欧米コミュニティ
（図書館）

MARC21、
IFLA LRM

統合的オンライン

JapanSearch

IRDB

機関リポ
ジトリ

NACSIS-CAT/ILL

目録情報

IKDB【管理】

史料編纂所

国書DB
【公開・利活用】

DC-NDL JPCOARスキーマ

NII NII

ジャパンリンクセン
ター（JaLC）

JaLC（DOI）

JPCOAR、MARC21等

JDCat

JDCat、JPCOAR、DDI

JST

JaLCメタデータ

（国文研の検討体制とステークホルダー）
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ご静聴ありがとうございました。

20


	　デジタルアーカイブ事例紹介��国文学研究資料館の�メタデータ標準化への取り組み
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	【課題①】メタデータの標準化
	『メタデータ流通ガイドライン（共通編）』と国文研メタデータ項目のマッピング（一部抜粋）
	メタデータ流通ガイドライン（古典籍編）についての検討
	【課題②】外部サービスとの互換性確保
	古典籍メタデータのJPCOARスキーマ2.0による記載例（一部抜粋）
	【課題③】二次利用条件の整理
	【課題③】二次利用条件の整理（参考）
	【推進体制】
	スライド番号 20

